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厳しさを増す水道事業経営

　身近にある水道について知っていただくために、水道事業の現状・課題・経営状況をシリーズ
でお伝えしています。今回は水道事業会計の仕組みや、皆さんに支払っていただいている水道料
金について紹介します。

前回、これから水道事業の経営が厳しく
なって、将来、安定的な水道供給に支障が出るか
もしれないって聞いたけど、どうして経営が厳し
くなっていくの？

これからは人口減少などで料金収入は減っ
てしまうのに、老朽化した施設の更新や耐震化な
どで必要な事業はさらに増えていくんだ。

水道事業会計の仕組み

将来のための貯金があったと思うけど、そ
れも無くなるの？

貯金の話をするためには、水道事業会計の
理解が必要だね。まずは仕組みを見てみよう。

・人口減少
・洗濯機やトイレなど
　の節水機器の普及

・水道施設(水道管・浄
水場など)の老朽化に
よる更新、耐震化

資本的収支収益的収支

その年度の水道水の提供に必要な費用と収入 施設の整備など水道を将来にわたって
維持するために必要な費用と収入

・受水費
・減価償却費
・人件費　ほか

・水道料金
・その他収入

・借入金
・補助金等

・建設改良費
・元金償還金

水道事業は、税金ではなく皆さんからいただいた水道料金を主な財源とする「独立採算制」で運営し
ています。使用者の皆さん一人一人が水道事業を支えています。

老朽化した水道管の破損により陥没した道路老朽化した水道管の破損により陥没した道路
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必要な事業の増加料金収入の減少

　皆さんからお支払いいただいている水道
料金が入ってきます。県営水道の受水費、施
設の維持管理費(動力費、修繕費)、人件費な
どはここから出ていきます。

　収益的収支で出た利益や減価償却費が
入っています。財布①・②に不足が生じると、
ここから補てんする、いわゆる貯金のような
役割の財布です。ここのお金は災害などの
緊急時にも使えるように、一定の貯金が必
要です。

　借入金などが入ってきます。老朽化した施
設を新しくしたり、耐震化を進めたりするた
めの費用は、ここから出ていきます。

※財布①・②は、お金が余っても足りなくても年
度ごとに清算します。財布③の貯金は、清算
せずに翌年度以降に持ち越します。

ある程度の余裕が
安定経営につながります！
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